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この広報紙は、再生

紙を使っています。

　　ワッショイ！ワッショイ！

　9月11日（日）、南保育所で運動会が行われ

ました。

　お父さん、お母さんも一緒になってわが子

の健闘を応援していました。

麟　　．、㈱．
　　繋難簿難『難繍蔀欝
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b星 b

文化スポーツ基金のソフト事業、清津峡小学校建

設、清津峡歩道トンネル工事や宮中島温泉の事業計

画などの八一ド事業と、平成5年度も様々な事業を

行って皆さんの要望を形に変えました。

平成5年度一般・特別会計決算

項　　　目 歳　　入 歳　　畿 差引額
一　般　会　計 4，889，519千円 4，792，132千円 97，387千円

特
　
別
会
　
計

国民健康保険 543，874千円 523，991千円 19，883千円

倉俣診療所 50，465千円 46，738千円 3，727千円

歯科診療所 40，447千円 40，190千円 257千円

老人保健 557，763千円 556，945千円 818千円

簡易水道 175，503千円 155，822千円 19，681千円

下　水　道 781，110千円 758，406千円 22，704千円

一般会計の歳入決算額48億8，951万9

干円、歳出決算額47億9，213万2干円で

差額が9，738万7干円となります。

このうち、平成6年度への繰越事業

分17万3干円を差し引いた9，721万4干

円が実質収支となり平成6年度へ繰越

されました。

歳入（4，889，519干円）
灘

地簿交慰税　窪，9囎，256モ円

・羅

村税594，675雫円

鎌 歳出（4，792，132干円）

・総務費　難，⑧欝，盤鍵藷翻

難

教欝i賛翼翻，3鋼零翻

顯　　灘　i難．

村儀588，500幕円 韮添費　麗鍵，瑠◎鎌翻

滞　　灘i，

県支出金455，290華円
灘　　　　　　 鰍

国庫支出金　356，410干円

諸収入　337，549干円

熊醸麟

繰入金　156，623干円

農撚悲産業費　翻顯鯛5離翻

商董費　4騰，2鐙離闘

蹟

轍　　
灘
纏
雛

繰越金　126，022干円

公債費　387，901干円

聾　　　　　灘

財産収入　114，431干円

民生費　380，694干円

謹蕪撚　　 聾騰

　璽　謂

その他　211，763千円

衛生費310，173干円

麟

消防費　107，700干円

議会費74，737干円　その他73，589干円

88，970円

入湯税 村たぱこ税

胴9円 3，586円

軽自動車税

可，709円

固定資産税

53，265円

粒民税

30，29壌円
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　　　　　　　村税の内訳

　村税は歳入全体の12，2％と苦しい台所事情を示し

ていま眺　　夢　鱈
　内訳は固定資産税と村民税で約94％を占め、村税

のほとんどがこの2つの税で賄われていることにな

ります。

入湯税・その他
802千円
（0．2％）

翻建嚢穫税
雛遜，鍵欝舗
．菱欝。纏㈱

　　軽自動車税
　　11，420千円
　　　（1．9％）

たばこ税
23，967千円

（4％）講

、
，
蜜

〃・

　　　　　　　財産状況

村の財産は次の通りとなっています。

なお、この中には特別会計分は含まれていません。

土　　　　　地

建　　　　物 霧鑛雛韓難・

積
　
　
立
　
　
基
　
　
金

財　　政　　調　　整　　基 金1、蜜．総

減　　債　　基　　金i灘，

目
的
　
基
　
金

建　　　設　　　基 金…蝿

ふる　さ　と創生基金i毎『

地　域　福　祉　基 金i．毒羅鯉粥

環　境　整　備　基 金毒雛醗毒鱒灘麟

中山問地ふるさと水と土地保全基金、欝欝灘き㈱締

教育施設整備基金毒、麟鞭翻
文化スポーツ奨励金薫．綴講翻霧i麟

村　民　研　修　基　金毒i撰簿，鱗瞬灘・

そ の　他　定　額　運　用　基　金毒灘馨，難鱒審鶴

合　　　　　計
　　』　　　　r恥｝ジ　　　　　　　　　　　P

霧蹴騒瀞篠覇

住みよい村づくり

融資を受けました。

村
で
は
、
平
成
五
年
度
に

●
大
蔵
省

●
年
金
資
金

O
簡
易
保
険

●
新
潟
中
央
銀
行

●
公
営
企
業
金
融
公
庫

七
七
三
、
五
〇
〇
千
円

　
一
五
、
五
〇
〇
千
円

七
一
、
九
〇
〇
千
円

　
三
、
七
〇
〇
千
円

八
八
、
五
〇
〇
千
円

　
の
融
資
（
地
方
債
）
を
受
け
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り

の
た
め
に
左
の
表
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

轟蟻畿．禦灘瑠雛・．醐灘業繋麓簸隣嚢・難・欝『擬蕪磯欝鎌．瀞麟
鱗鐵　・繊難．』震『融鐘『 豊里・倉俣 45，400千円 大　　蔵　　省

螺欝灘『錫難欝． 桔梗原 4，200千円 大　　蔵　　省
，灘．灘墓欝．撚．鍵 宮　　　中 900千円 大　　蔵　　省
・讐叢鎌灘雛叢越線 市　之越 37，100千円 大　　蔵　　省
…簾灘懸灘霧護i災警復照 宮　　　中 2，700千円 大　　蔵　　省
麟薬盤塞濾設災警獲鰯 程島・角間 2，300千円 大　　蔵　　省

、灘簾嶽叢畿難懸叢 本屋敷 4，500千円 大　　蔵　　省
i織i遊鐙懸・欝灘線 土　　　倉 45，000千円 大　　蔵　　省

・撚遜麓聞灘癒纏驚薄灘線 角問・西方 16，800千円 大　　蔵　　省
i溝『騰欝．蕪衆妻覆霧． 清　田　山 9，200千円 大　　蔵　　省
灘遽．撚灘．繋灘線 堀　之　内 16，500千円 大　　蔵　　省

灘　総　懸　撚　灘 角　　　問 42，000千円 大　　蔵　　省
蓬轍鑛簸壌鱒灘灘懸轡 5，100千円 大　　蔵　　省
・辮叢灘鷹麓．隷醜講麟 15，500千円 年　金　資　金
『溝灘礫縷審欝灘羅鎌 小　　　出 252，000千円 大　　蔵　　省

饗凝灘．．灘鷲総 4，500千円 大　　蔵　　省

i溝灘蝶灘難穣絞欝．叢鶏難． 角問「
24，700千円 大　　蔵　　省
71，900千円 簡　易　保　険

覇轍凝灘灘誠灘輔 下　　　山 3，700千円 新潟中央銀行
．饗．．薬　灘　．．灘　遜

260，600千円 大　　蔵　　省
88，500千円 公営企業金融公庫

借．．藻額捨『、欝 953，100千円

爵生費

5β，956円

衛懇費

覇，罎⑨5円85．894朗

簡颪藁

鶏．2綱円

選本叢

盤，灘2讐囲

消防i費

徽笏

総．羅銘爾

教蕎叢

罵　灘軍㌦t一

羅翻認綱題

饗糧覆

駆，⑧鱗爾

その麹

擁毒1，⑧擁⑧．團灘総，95網

平成6年10月10日広報なかさと3



　
国
民
年
金
は
原
則
と
し
て
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
で
、
六
十
五
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
長
い
問
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
た
り

届
け
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
次
の
点
に

注
意
し
、
保
険
料
の
納
付
や
届
出
は
き
ち
ん

と
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
原
則
と
し
て
二
十
五
年
以
上
の
保
険
料
納
付
期

間
（
免
除
期
問
な
ど
も
含
む
）
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
満
額
の
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、
原
則
と

し
て
保
険
料
を
四
十
年
間
納
付
し
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん
。

箔
“
薄

κ
（

　
、

7
峯

　
保
険
料
の
納
付
済
期
間
（
免
除
期
間
な
ど
も
含

む
）
が
二
十
五
年
未
満
の
場
ム
ロ
．
老
齢
墓
礎
年
金

は
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
二
十
五
年

以
上
あ
っ
て
も
￥
四
十
年
に
満
た
な
い
場
ム
ロ
は
．

そ
の
期
間
に
応
じ
て
年
金
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
生
年
目
日
に
応
じ
て
受
給
資
格
期
間

が
短
縮
さ
れ
た
り
、
四
十
年
加
入
に
な
ら
な
く
て

も
満
額
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
￥
国
民
年
金
の
係
ま
で
お
問
ム
ロ
せ
下

さ
い
。

4

◎
年
金
を
満
額
受
給
す
る
に
は
、
保
険
料
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
年
間
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
◎
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
と
、
年
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
届
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
そ
の
間
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
料
の
滞
納
期
間
と
な
り
ま
す
。

　
障
害
認
定
日
（
初
診
日
か
ら
一
年
六
か
目
を
経

過
し
た
日
、
ま
た
は
病
状
が
固
定
し
た
日
）
に
政

令
で
定
め
ら
れ
た
7
二
級
の
障
害
に
該
当
し
て

　
ちい

る
こ
と
。
加
入
期
間
の
三
分
の
二
以
上
の
保
険

料
納
付
済
期
間
（
免
除
期
間
な
ど
も
含
む
）
が
あ

る
こ
と
（
た
だ
し
初
診
日
が
平
成
八
年
三
目
三
十

一
日
ま
で
に
あ
る
と
き
は
、
直
近
の
一
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
よ
い
。
）

　
け
が
や
病
気
で
一
・
二
級
の
障
害
に
な
っ
た
場

ム
ロ
で
も
、
保
険
料
を
長
期
滞
納
し
て
い
る
と
￥
障

害
墓
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
一

緒
に
生
活
し
て
い
た
次
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
十
八
歳
未
満
の
子
（
障
害
者
は
二
十
歳
未
満
）

　
の
あ
る
妻

・
十
八
歳
未
満
の
子
（
障
害
者
は
二
十
歳
未
満
）

　
た
だ
し
、
保
険
料
納
付
期
間
（
免
除
期
間
も
含

む
）
が
加
入
期
間
の
三
分
の
二
以
上
必
要
で
す
。

（
た
だ
し
、
平
成
八
年
三
目
三
十
一
日
以
前
に
死

亡
し
た
と
き
は
、
直
近
の
『
年
間
に
保
険
料
の
滞

納
が
な
け
れ
ば
よ
い
。
）

『
　
　
■

　
長
い
間
．
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
受
給
要

件
を
満
た
せ
な
く
な
り
、
遺
族
墓
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

蘭灘麟鑛轟霧
灘、擦溝醗灘韓欝漆麟灘鷺、鐵難羅灘鐸簾料懇纏轄裁灘騨．熱灘鞭藩繋纏蕪鑓磯灘欝雛講鱗蕪難穰難、．難

灘麟難雛欝織蓼欝1灘難欝鷺讐響…難鰹群

曝
織
灘
議
、

発
落
灘
麟
一



し、なし、

こ
ん
な
と
き
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
種
類
は
三
種
類
に
わ
か
れ
て
お
り
、
就
職
や
退
職
、
結
婚
、
離
婚

な
ど
に
よ
り
、
種
別
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
都
度
「
届
出
」
を
住
所
の
あ
る

市
町
村
の
国
民
年
金
の
係
に
届
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
日
号
被
保
険
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
該
当
し
た
と
き

二
十
歳
に
な
つ
た
と
き
な
ど
（
学
生
含
む
）

（
無
資
格
↓
第
一
号
）

第
一
号
被
保
険
者
に

　
　
　
　
　
変
更
に
な
っ
た
と
き

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
退
職
し
て
自
営
業
者

　
な
ど
に
な
つ
た
と
き
な
ど
（
第
二
号
↓

　
第
一
号
）

②
夫
が
退
職
し
た
と
き
や
夫
と
離
婚
し
た

　
と
き
な
ど
（
第
三
号
↓
第
一
号
）

第
二
号
被
保
険
者
に

　
　
　
　
　
変
更
に
な
っ
た
と
き

①
自
営
業
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
つ
た

　
と
き
な
ど
（
第
一
号
↓
第
二
号
）

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
が
就
職
し
た
と
き

　
な
ど
（
第
三
号
↓
第
二
号
）

第
三
号
被
保
険
者
に

　
　
　
　
　
変
更
に
な
つ
た
と
き

①
結
婚
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
被
扶
養
配

　
偶
者
に
な
つ
た
と
き
な
ど
（
第
］
号
↓

　
第
三
号
）

②
O
」
が
結
婚
退
職
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

　
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な
つ
た
と
き
な
ど

　
（
第
二
号
↓
第
三
号
）

◎
夫
が
転
職
し
て
加
入
し
て
い
た
年
金
制

　
度
が
変
わ
つ
た
と
き
な
ど
（
第
三
号
↓

　
第
三
号
）

国民年金が支給する3つの基礎年金

●18歳（障害者は20歳）未満の子

●子のある妻が受けるとき（年額）

’
霧

⑫数　『．馨蒸熊　ii魏算額　i・欝誹『『

馨叢の叢毯『74万7，300円　21万5，400円　96万2，700円

74万7，300円　43万800円　117万8，100円

2人のときの合計額に子1人につき年額’

7万1，800円（7万4，800円）を加算した額

籔の遊き

繊雛1の

愚欝

欝奮

◎子が受けるとき（年額）

灘撒．麹難額．』講礫額

74万7，300円

96万2，700円21万5，400円

74万7，300円

74万7，300円

犠麟叢き

雛醗灘
2人のときの合計額に子1人につき年額

7万1，800円（7万4，800円）を加算した額
勤灘

．

※上記の金額はすべて平成6年度の価格

です。

●一緒に生活をしている18歳未満（障

害者は20歳未満）の子がいるときは

次の額が加算されます。

P翻蕪蒲欝 1人につき
年額21万5，400円

籟8襲鐵降i 1人につき
年額7万1，800円

　　　老麟1年金

　原則として20歳から60歳までの40

年間、すべての保険料を納めた場合、

65歳から次の額が支給されます。

年額74万7，300円

　　　遺　　　年金

　加入者が亡くなったとき、一緒に

生活をしていた次の人に支給されま

す。

●18歳（障害者は20歳）未満の子の

ある妻

鮮年金

けがで障害者にな

が支給されます。

　　障冒

加入者が病

ったときに次

鞭鱗i繋， 年額93万4，100円

年額74万7，300円

平成6年10目10日広報なかさと5



・
匿

臨

第
1

　
九
月
十
五
日
（
敬
老
の
日
）
中
里

中
学
校
に
お
い
て
老
人
福
祉
大
会
が

行
わ
れ
、
老
人
約
四
一
〇
人
が
参
加

し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
八
十
歳
の
方
四
十
四

名
、
八
十
八
歳
の
方
十
九
名
、
九
十

五
歳
二
名
、
百
歳
一
名
に
祝
詞
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
こ
の
他
に
金
婚
夫

婦
十
七
組
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
四
組

に
祝
詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
る
と
同

時
に
幼
児
か
ら
花
束
も
手
渡
さ
れ
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
田

沢
地
区
婦
人
会
の
井
之
川
和
子
さ
瓶

が
「
キ
ン
さ
ん
、
ギ
ン
さ
ん
に
負
け

な
い
様
に
か
わ
い
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
人
生
だ
っ
た
と
言
え
る
よ
う

に
有
意
義
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
中
里
村
を
県
下
一
の
長
寿
村

に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私

達
も
お
手
伝
い
し
お
互
い
に
励
ま
し

合
い
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

井之川和子さん

　
ま
た
、
小
学
生
児
童
の
藤
田
真
理

子
さ
ん
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
昔
の

話
し
を
家
で
聞
き
、
昔
は
大
変
だ
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
い
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

私
た
ち
も
お
年
寄
り
を
尊
敬
し
、
や

さ
し
い
大
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
述
べ
ら

れ
感
動
を
あ
た
え
て
い
ま
し
た
。

藤田真理子さん

第
2
部
の
祝
宴
で
は
、
杯
を
片
手

に
中
里
村
芸
能
協
会
と
老
人
ク
ラ
ブ

「
踊
り
ク
ラ
ブ
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
唄
と
踊
り
で
楽
し
み
ま
し
た
。

◎
百
歳
（
一
名
）

小
山
サ
エ
（
田
沢
）

一

◎
九
十
五
歳
（
二
名
）

大
島
ム
メ
（
芋
沢
）

山
田
マ
ン
（
土
倉
）

　
　
　
〃

◎
金
婚
夫
婦

（
十
七
組
）

廣
田
信
之
・
ヤ
　
ス
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
　
原
）

富
井
龍
正
・
ミ
ヨ
キ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
之
越
）

樋
口
徳
一
・
ス
ギ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
臼
羽
毛
）

山
本
茂
雄
・
マ
ッ
ヲ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
葎
沢
）

鈴
木
寛
栄
・
敏
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
重
　
地
）

山
田
孝
平
・
サ
　
ト
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
　
原
）

鈴
木
茂
平
・
ミ
ッ
エ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
　
山
）

南
雲
直
彦
・
千
代
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
之
内
）

南
雲
総
蔵
・
ヤ
　
イ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
屋
敷
）

富
井
勝
信
・
　
光
　
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
之
越
）

樋
口
倶
吉
・
ウ
メ
ノ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
臼
羽
毛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■



南
雲
久
善
・
カ
ホ
ル
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
　
山
）

鈴
木
徳
正
・
ツ
　
ル
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
倉
　
俣
）

山
田
栄
一
・
フ
ヂ
ノ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
田
山
）

山
田
兼
定
・
キ
ク
エ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
　
山
）

羽
鳥
龍
之
助
・
ち
　
よ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
屋
敷
）
．

南
雲
正
市
・
ト
　
キ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
之
内
）

懇　斤
　
4

難

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
四
組
）

上
原
寅
治
郎
・
初
　
江
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
山
）

太
島
栄
英
・
キ
ク
イ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
臼
羽
毛
）

渡
辺
伊
佐
・
ハ
　
ナ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
道
山
）

南
雲
海
造
・
タ
ケ
ノ
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
之
内
）

み
こ
と
優
勝
に
輝
き
ま
し
た

．
九
月
二
十
日
㈹
、
十
日
町
市
の
信

濃
川
運
動
公
園
で
「
第
十
三
回
郡
市

高
齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
は
全
部
で
十
六
チ
ー

ム
、
当
村
か
ら
は
中
里
中
央
ク
ラ
ブ

と
共
永
ク
ラ
ブ
の
ニ
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に

交
通
安
全
規
則
（
競
技
規
則
・
学
科

規
則
）
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
と
な
っ

て
お
り
、
ゲ
ー
ム
だ
け
う
ま
く
い
っ

て
も
交
通
規
則
を
守
ら
な
い
と
減
点

を
さ
れ
大
き
く
勝
敗
に
影
響
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
村
の
ニ
チ
ー
ム
と
も
一
回
戦
は

勝
ち
進
み
ま
し
た
が
惜
し
く
も
共
栄

ク
ラ
ブ
が
二
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
中
里
中
央
ク
ラ

ブ
が
二
回
戦
以
降
も
順
調
に
勝
ち
進

み
、
み
ご
と
決
勝
戦
ヘ
コ
マ
を
進
め
、

決
勝
戦
で
は
十
日
町
の
チ
ー
ム
と
行

い
、
終
了
し
て
み
る
と
得
点
は
同
点

と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
中
里
中

央
ク
ラ
ブ
の
選
手
が
一
人
ゴ
ー
ル
を

し
て
い
る
た
め
内
容
勝
ち
と
な
り
優

勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

　　　一　　　　　　鱒＿一構　　　　　　　　　　　　　　　 囎撚覇
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8

雨
の
中
、
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
村
内
小
学
校
親
善
陸
上
大
会

　
十
月
二
十
七
日
㈹
、
田
沢
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
村
内
小
学
校

五
、
六
年
生
の
親
善
陸
上
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
雨
と
な
り
、
雨

の
状
況
を
み
な
が
ら
競
技
を
行
っ
た

り
、
村
民
体
育
館
．
を
使
っ
て
競
技
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
陸
上
大
会
は
残
念
な
が
ら
全
種
目

は
競
技
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
四
種

目
の
競
技
を
児
童
は
が
ん
ば
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
種
目
の
中
で
六
年
女

子
の
走
高
跳
で
上
原
雅
代
さ
ん
が
室

内
参
考
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
昭
和
五
十
八
年
に
高
井
利
嘉

子
さ
ん
の
つ
く
っ
た
記
録
一
二
七
㎝

を
や
ぶ
る
一
二
八
㎝
の
新
記
録
を
出

し
ま
し
た
。

▼
記
録

●
六
年
生
男
子
一
〇
〇
M

　
一
位
　
高
橋
佑
輔
（
倉
F
俣
）

　
二
位
太
島
政
裕
（
田
　
沢
）

　
三
位
上
原
正
文
（
田
沢
）

●
六
年
生
女
子
一
〇
〇
M

　
一
位
上
原
和
恵
（
田
沢
）

　
二
位
　
滝
澤
き
よ
み
（
清
津
峡
）

三
位
’
樋
口
ま
な
み
（
田
　
沢
）

●
五
年
生
男
子
一
〇
〇
M

　
（
再
競
技
を
行
な
い
ま
す
）

●
五
年
生
女
子
一
〇
〇
M

　
一
位
上
原
麻
美
（
田
沢
）

　
二
位
樋
口
容
子
（
田
沢
）

三
位
福
崎
葵
委
（
貝
野
）

“
∂
へ

　
｛公

●
六
年
生
女
子
八
O
O
M

　
一
位
樋
口
ま
な
み
（
田
　
沢
）

二
位
　
滝
沢
あ
す
香
（
倉
　
俣
）

三
位
上
村
律
子
（
田
沢
）

●
五
年
生
女
子
八
O
O
M

　
一
位
上
原
麻
美
（
田
沢
）

二
位
　
竹
藤
友
恵
（
倉
　
俣
）

三
位
村
山
純
子
（
田
沢
）

●
六
年
生
男
子
一
五
〇
〇
M

　
一
位
太
島
宏
之
（
周
沢
）

　
二
位
渡
辺
伸
二
（
高
道
山
）

三
位
　
岡
村
勇
輝
（
倉
　
俣
）

●
五
年
生
男
子
一
五
〇
〇
M

　
一
位
桑
原
聡
史
（
高
道
山
）

　
二
位
山
本
拓
実
（
清
津
峡
）

三
位
樋
口
二
生
（
田
沢
）

●
六
年
生
男
子
走
り
高
跳
び

　
一
位
太
島
勝
重
（
田
沢
）

　
二
位
樋
口
善
永
（
田
沢
）

三
位
山
本
勝
間
（
清
津
峡
）

●
六
年
生
女
子
走
り
高
跳
び

　
一
位
上
原
雅
代
（
田
沢
）

二
位
樋
口
奈
保
美
（
高
道
山
）

三
位
樋
口
知
美
（
田
沢
）

●
五
年
生
男
子
走
り
高
跳
び

　
一
位
梅
嵜
信
也
（
田
沢
）

　
二
位
村
山
　
貫
（
清
津
峡
）

　
三
位
　
川
田
佑
哉
（
田
　
沢
）

●
五
年
生
女
子
走
り
高
跳
び

　
一
位
藤
田
愛
洋
（
田
沢
）

二
位
　
桑
原
瀬
里
名
（
倉
　
俣
）

三
位
樋
口
恵
美
（
高
道
山
）

灘

　　　　　　　　　　　冤雪繕竈

慧硬鯖灘蒙業翻醐金の串込繍め甥繊
難i濯鐵欝箋縫難1鐵難1醸灘醗霧灘i灘難難譲難纏綴灘i饗灘雛霧麺i難叢難

難禰獲獲鞭灘鐵羅鐵灘響撚襲欝覆蕪擬鐡韓纏灘

　　　　　　　　　　蹴⑧爲羅鋼田難醐麟綾．

、



鰍
灘

　　仲堕村発。・
　9月23日～25日の3日間「離島フェアー’94」が沖縄県・離

島フェアー実行委員会の主催で開催されました。

　「離島苦を乗り越えて、島興しに工夫を凝らした特産品や

地場産業、郷士の伝統芸能を紹介し、島への理解を深めても

らい離島振興に役立てよう」と県内の有人離島24市町村が対

象となり、仲里村からは久米島細・久米島漁協の水産加工品・

宇江原みそ・久米島焼・久米島の久米仙などの展示即売が行

われました。

また、特設ステージでは、各島自慢の伝統芸能を次々と繰

り広げられ、仲里村からは「登武那覇太鼓」が出演し、会場

に華を添えました。

笛年会場には、なかなか行くことの出釆ない離島島々の特

産品を買い求めたり、伝統芸能に見入る人々で、会場は三日

間足の踏み場もないくらいの混みようで、盛大に開催されま

した。

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
主
は
、
必
ず
労
働
保
険
に
加
入
す

る
手
続
き
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
、

パ
ー
ト
で
働
く
従
業
員
に
つ
い
て
も
、

雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
が
広
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
加
入
手
続
き
の
お
済

で
な
い
事
業
主
は
速
や
か
に
加
入
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ

・
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

・
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

　
出
稼
に
出
ら
れ
る
方
の
う
ち
約
2

割
の
方
が
役
場
へ
の
届
出
を
レ
な
い

で
就
労
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
届
出
を
さ
さ
れ
て
お
く
と

就
労
先
に
お
い
て
労
働
条
件
の
不
備
、

不
慮
の
事
故
等
の
問
題
が
生
じ
た
と

き
に
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

連
絡
を
怠
る
と
場
合
に
よ
っ
て
は
事

故
の
保
証
金
、
雇
用
保
険
失
業
給
付

金
等
が
も
ら
え
な
い
な
ど
の
問
題
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず

出
稼
に
出
る
前
に
は
就
労
先
を
役
場

に
届
け
出
て
出
稼
手
帳
の
証
明
を
受

け
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
際
は
国
民
年
金
、
国

民
健
康
保
険
等
の
手
続
も
忘
れ
ず
に

行
っ
て
下
さ
い
。
手
続
を
さ
れ
な
い

で
い
る
と
、
年
を
取
っ
て
か
ら
の
年

金
給
付
に
影
響
が
出
ま
す
。

★式　 典10：30～ll：30

　各種表彰が行われます。

★エアロビクス　ll：40～12：10

★記念講演会　13：30～15：00

　講師　千　葉　紘　子氏（歌手・保護司）

　演題　「母の手、愛の手、やさしい手」

　※「折鶴」が大ヒットした歌手です。

韓懸難礁講毒、蒸…．、葺妻

　驚懸麓獄灘“一．『』，

．．購鞭，叢聾
　．『『『聴織繋諜鯵聾　鎌雛篇麟＄酷

★各種コーナー　10：00～15：00

　・健康相談コーナー（内科・歯科）

　　お気軽にどうぞ！

　・販売コーナー

　　毎年好評のこのコーナー

　　　　早く来ないと売り切れちゃうよ！
・健康づくりクイズコーナー

　　簡単なクイズだから大丈夫！

・試食コーナー

　　今年は試食は……？

・マンガビデオコーナー

　　ちびっ子諸君　あつまれ一！

・福祉機器展示コーナー

　便利な機器が展示してあります。

広報なかさと　　　平成6年10月10日



お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

鐵
霧平

癒
莚
難
縷

　
　
保
議
灘
灘
鷲
受
付

　
平
成
七
年
度
に
保
育
所
に
入
所
を

希
望
す
る
幼
児
の
受
付
け
を
行
い
ま

す
。

受
付
期
間
　
1
1
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
月
1
5
日
ま
で

入
所
資
格
　
村
内
に
住
民
登
録
が
あ

　
　
　
　
　
り
、
保
育
に
か
け
る
幼

　
　
　
　
　
児
。

提
出
書
類
　
申
請
書
と
添
付
書
類
が

　
　
　
　
　
必
要
で
す
。

　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
※
申
請
書
類
等
は
役
場

　
　
　
　
　
民
生
課
と
各
保
育
所
に

　
　
　
　
　
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

提
出
先
役
場
民
生
課
ま
た
は
各

　
　
　
　
　
保
育
所
へ
．

入
所
選
考
　
保
育
に
か
け
る
程
度
の

　
　
　
　
　
高
い
幼
児
か
ら
入
所
決

　
　
　
　
　
定
し
ま
す
。
定
員
を
超

　
　
　
　
　
え
て
希
望
が
あ
る
場
合

　　　　⑫

清津峡小学校1年

山本千里さん

は
そ
の
保
育
所
へ
入
所

で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
　
　
7

　
　
　
　
　
鯉

彌

行
政
獺
談
醸
獄

　
　
　
　
闘
設
難
撚
蒙
す

　
十
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

の
一
週
間
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と

定
め
、
全
国
的
に
各
種
行
事
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
当
村
に
お
い
て
は
、
関
連
行
事
と

し
て
、
次
に
よ
り
行
政
相
談
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
い

で
下
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
8
日
㈹

　
　
　
　
午
後
1
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
5
時
ま
で

会
　
場
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

⑬

社
禽
繋
醸

　
　
移
動
鵜
談
議
開
設

　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
年
金
や
健
康

保
険
に
つ
い
て
、
よ
り
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
に
よ
り

「
社
会
保
険
移
動
相
談
所
」
を
開
設

い
た
し
ま
す
。

　
年
金
や
健
康
保
険
等
の
相
談
及
び

請
求
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
社
会
保

険
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
0
日
㈲

　
　
　
　
午
前
1
0
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
時
ま
で

会
　
場
　
津
南
町
公
民
館

禽
謹
欝

最
綴
繋
灘
謹
羅

満
た
し
藤
雛
雛
響
か
！

　
商
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
三
年
四

　元気のいい幹広くんは、おもち

ゃのオートバイに乗ったり．ジャ

ングルジムやブランコで元気よく

遊んでいます。食べ物は果物が好

きで、今は家で作っているブドウ

を朝採りにいって食べているとの

こと。そして幹広くんは、家のニ

ンジンの出荷のお手伝いもしっか

家
を

す
絵

でうそる
　
　
す

　
　
　
ま

て
好

れ
大
で

く
　
　
ん

て
ま
し

つ
　
　
楽

や
中

り
の
み

月
一
日
か
ら
株
式
会
社
と
有
限
会
社

に
最
低
資
本
金
制
度
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
最
低
資
本
金
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
株
式
会
社
　
　
一
、
O
O
O
万
円

●
有
限
会
社
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

　
こ
れ
は
平
成
三
年
四
月
一
日
前
か

ら
存
在
し
て
い
る
会
社
に
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
平
成
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
前
記

最
低
資
本
金
を
満
た
さ
な
い
会
社
は

期
間
経
過
後
は
解
散
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
低
資
本
金
制

度
に
適
合
す
る
会
社
と
す
る
増
資
や

組
織
変
更
の
登
記
申
請
が
必
要
で

す
。
早
め
に
手
続
き
を
お
取
り
下
さ

い
。　

な
お
、
最
低
資
本
金
を
満
た
す
た

め
の
登
記
申
請
に
つ
い
て
、
詳
し
い

こ
と
は
最
寄
り
の
法
務
局
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

障
霧
饗
繍
絹
料
道
路

通
徳
嚇
霊
割
灘
錯
置

が
拡
充
薦
載
鎌
羅

　
こ
れ
ま
で
、
肢
体
不
自
由
の
方
が

自
ら
運
転
し
、
有
料
道
路
を
通
行
す

る
場
合
、
通
行
の
半
額
の
割
引
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
十

月
一
日
よ
り
割
引
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
方
の
範
囲
が
次
の
よ
う

に
広
が
り
ま
し
た
。

　
・
全
て
の
障
害
者
が
自
ら
運
転
す

　
　
る
場
合
。

　
・
重
度
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
、

　
　
重
度
の
精
神
薄
弱
者
を
乗
せ
て

　
　
介
護
者
が
運
転
す
る
場
合
。

　
割
引
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
民
生
課
福

祉
係
で
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
療
育

　
手
帳
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証

・
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
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黙
…
…
…

補｛清瀧葉津享長子｝東田尻

期村山㌫長男｝田沢

のぞみ｛高野馨長女｝倉俣

上つ癒｛高橋憂美攣長男〕上山

難

｛桑原剛志　　　　　　　　田　　代

鈴木美和子　　　　　　　　下　　山

｛鈴木　　隆
大　口京子

下　　山

十日町市

中　山

襲
伸（61）田中

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

　　　　　低利融資（経営資金）貸付け

　今年の干ばつ異常気象によって農作物に被害を受けた農業者の負担軽

減と農業再生産の確保を図るため低利資金の貸付けを行ないます。希望

される方はお申し込みください。

　この資金は、県と村の利子補給により貸付けをするものですが使途に

制限があります。

●資　金　名　新潟県農林水産業振興資金

●貸付対象者　平年に比べ農作物総収入が10％以上減収となった農業者

　　　　　　（認定が必要となります）

●償還期限　5年以内（うち据置期間2年以内）

●資金の使途　経営資金（次期作の再生産に必要なもの及び今期の収入

　　　　　　により支払を予定していた経費）種苗、肥料、農薬、水

　　　　　利費、共済掛金等

●申　込　先　中里村農業協同組合ほか各銀行、信用金庫

聯込期隈 貸付，実鶯田

第1回 11月5日 11月25日‘12月25日・1月25日・2月25日

第2回 1月31日 3月25日・4月25日・5月25日

　※詳細については、上記金融機関及び役場農林課にご相談ください。

●そ　の　他　今後、本資金の借受者のうち天災融資法が適用（今のと

　　　　　　ころ未定）になった場合、天災資金の借受資格の有る方

　　　　　は、天災資金に借り換えを行うことになります。

　　　　　．芸欝の畷懸羅躍

■芸術祭作品募集

　芸術祭にあなたの作品を飾ってみよう

募集作品　書道、写真、絵画、版画、生け花、陶芸、手工芸品、短歌など

出晶申込　出品希望者は・10月25日（火》までに公居館まで連絡して下さい。

◎妊婦鍵診・母親学級

麹織姻㈱盤載病院産婦火科

婬婦健診鑑⑧⑧一盤；30受維

母親学級　饗娠辮の保健

◎三種混糞

　憩月13瞬㈱

　保健センター　14：00～15：00受付

鑑賞繊ま繊漢勃犠帯里粒芸術繋獲、

国時鍛鍔＄黛㈱麹蔭圏鱒）

　　　午前9時か鄭午後5時諜懸

　　　　《最終圖は．午後3蒋まで）

会　場　総奮遷ンター・保健センター

■芸能祭参加者募集

　あなたの練習の成果を披露してみましょう。（カラオケは除きます。）

参加申込は、10月14日までに公民館へ

冤《．聴肺て楽じみまじよう獣村民芸能祭躍

日時難月3日㈱
　　　午前10時から午後2時まで

会場ユーモール

11 広報なかさと 平成6年10目10日



竹藤めぐみさん
集落如来寺

青春してます
　10月10日～10月26目

カレンタ“一
昭和49年8月16日生まれ　20歳

10（月）

体育の日
中里バスケットボール大会　合中里中体育

館08：30～
村民マラソンジョギング大会　合中里中グ
　　　　　　　　　　　■ラウンド　（⊃8：30～

11㈹

12ωO
男のクッキングタイム　合保健センター調
理室　（D19：30～

パソコン教室　中里中学校　（D19：30～

13休）

三種混合　倉保健センター
014：00～15：00受付

手づくり工芸教室　合総合センター
（D19：30～

14働
心配ごと相談（山田虎一）　合デイサービス
センター　（D13：00～16：00

15（土）

16（日）

中里村健康福祉フェア　合ユーモール
010：00～
村民健康ウォーク　合総合センター
（D8：00～

中里剣道大会　合田沢小学校　（D8：30～

17（月） 就学時健康診断　合田沢小学校
（1）13：30～

18㈹ 成人講座　合総合センター　（D19：30～

19㈱ パソコン教室　合中里中学校　019：30～

20休）

就学時健康診断　合高道山小学校
（D13：00～

就学時健康診断　合倉俣小学校

013：00～
みのり学園　倉総合センター　（Dg：40～

21樹
妊婦健診・母親学級合上村病院産婦人科
（Dl3：00～13：30受付

心配ごと相談（村山篤稔）合デイサービス
センター　（D13：00～16：00

22ω
23（日） 中里卓球大会　合田沢小学校（D9：00～

24（月）

25㈹

26㈱

就学時健康診断　合清津峡小学校
（D13：00～

就学時健康診断　合貝野小学校
（D13：00～

パソコン教室　合中里中学校　（D19：30～

離

※変更蝶る場合があ鯵ま矯。御翔の際は確認を

灘　　　　辮　 照　　　　　　　　　剛’
　灘　　　　　 ．．鯉・縦・　擁　壼一

おね力駄湊します。

星座獅子座

～

λ

メ’

スギ

血液型A型
身長160cm
去年4月から、㈱滝沢印刷所で

パソコン電子組版機で新聞や文集

などを編集しています。

普段は体を動かすことが大好き

で、特にソフトボールで汗を流し

ています。

　「早くスキーがしたいので、冬難

が待ちどうしいです瓶私と一緒麟
にアウトドアスポーツのできるか　・．

っこいい彼氏がいたらなあ。」とさ

わやかに話してくれためぐみさん

でした。

⑭大坪医院禅譜1
⑭古藤医院葎5南3蹄

⑳中条病院響瀦
⑭至誠堂医院禅講

　
稲
刈
り
も
そ
ろ
そ
ろ
終
盤
と
言

っ
た
感
じ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
収
穫
は
ど
う
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
…
…
？

　
さ
て
、
秋
と
い
え
ば
「
実
り
の

秋
」
「
芸
術
の
秋
」
「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」
「
読
書
の
秋
」
な
ど
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
恥
か
し
い
こ
と
に

何
の
取
り
得
も
な
い
自
分
は
こ
の

言
葉
に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
ま
り

ま
せ
ん
。

　
今
年
も
十
一
月
三
日
よ
り
総
合

セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
中
里
村
芸
術
祭
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
多
数
の
す
ば
ら
し
い
芸
術

作
品
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
の
で
、
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

・1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

数
　
　
ロ

件
　
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
　
事

通
　
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

19件

0人

22人

687日

9月末現在
（）は前月比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一●人ロ男3，347人（±0）女3，361人（＋1）計6，708人（＋1）●世帯数1，642（±0）　＼、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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